
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】変量が変化したときに平均値や分散、標準偏差に起きる変化を理解しよう

□変量の変換
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 の分散は  倍  の標準偏差は  倍
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分散は偏差を２乗しているのだから係数の２乗が現れる

（は散らばりに影響しないので消えてしまう）
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のデータの平均値は，標準偏差はとなる。このときのをの標準化（標準測度）という。これを利用したのが偏差値。
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